
【
最
優
秀
賞
】　
金
沢
美
術
工
芸
大
学　
山
中 

彩

　
　
　
　
　「
も
の
こ
こ
ろ
へ
の
」

　
日
本
の
風
呂
敷
や
韓
国
の
ポ
ジ
ャ
ギ
に
見
ら
れ
る
包
む
文
化
、
さ
ら
に
台
湾
や
南
太
平
洋
に
お
け
る
樹
皮
布

の
文
化
の
双
方
に
触
発
さ
れ
て
制
作
さ
れ
た
。
ま
た
故
郷
宇
治
の
山
の
風
景
、
そ
し
て
作
者
が
現
在
暮
ら
し
て

い
る
台
湾
な
ど
、
異
な
る
文
化
圏
で
の
生
活
体
験
や
山
中
家
の
家
紋
も
作
品
の
源
泉
と
な
っ
て
融
合
し
て
い
る
。

手
前
の
シ
ル
ク
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
が
、
背
後
に
吊
ら
れ
た
錆
染
作
品
の
質
感
と
造
形
の
強
さ
を
軽
や
か
に
緩
和
さ

せ
、
独
自
の
展
示
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。	

（
島	

敦
彦
／
国
立
国
際
美
術
館
館
長
）

【
奨
励
賞
】　
大
阪
成
蹊
大
学　
岡
本 

涼
香

　
　
　
　
　「
ク
ー
ガ
ー
」

　
ク
ー
ガ
ー（
英
名
ピ
ュ
ー
マ
）は
絶
滅
危
惧
種
の
動
物
で
あ
る
。
作
品
は
こ
の
動
物
と
対
峙
し
た
時
の
感
情
が
、

創
作
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
。
技
術
的
に
は
既
成
の
布
を
使
い
、
独
自
の
脱
色
技
術
を
使
い
な
が
ら
表
現
し
て

い
て
、
動
物
の
造
形
か
ら
宇
宙
的
な
広
が
り
を
も
連
想
さ
せ
る
。
染
本
来
の
染
料
を
重
ね
る
（
プ
ラ
ス
）
表
現

と
比
べ
る
と
、
こ
の
色
素
を
除
去
す
る
表
現
技
術
は
（
マ
イ
ナ
ス
）
表
現
と
も
言
え
る
。
そ
の
こ
と
が
“
絶
滅

危
惧
種
”
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
逆
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
も
な
っ
て
い
る
。

	

（
辻	

喜
代
治
／
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）

【
奨
励
賞
】　
岡
山
県
立
大
学　
大
島 

真
美

　
　
　
　
　「
た
わ
む
れ
」

　
日
本
の
染
の
伝
統
技
術
と
美
意
識
を
現
代
に
生
か
し
、
新
た
な
か
た
ち
を
創
造
す
る
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
技
法
と
し
て
繊
細
な
立
体
感
を
特
長
と
す
る
「
絞
り
染
」、
表
現
媒
体
と
し
て
シ
ン
プ
ル
に
し
て
多

機
能
、
和
を
象
徴
す
る
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
「
風
呂
敷
」、
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
可
憐
な
「
金
魚
」
を
選
び
、
緻
密

な
検
討
の
上
に
洗
練
さ
れ
た
解
答
を
作
品
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
実
用
性
を
十
全
に
備
え
つ
つ
、
一
枚
の
布

が
孕
む
可
能
性
を
表
現
す
る
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
も
自
立
し
得
る
強
度
を
有
す
る
。

	

（
不
動	

美
里
／
姫
路
市
立
美
術
館
副
館
長
）

【
奨
励
賞
】　
東
京
藝
術
大
学　
大
小
田 

万
侑
子

　
　
　
　
　「
光
に
降
り
る
、
広
が
る
中
枢
」

　
広
幅
布
３
枚
の
大
き
な
布
を
素
材
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
黒
に
近
い
濃
い
藍
染
に
、
型
染
で
図
柄
を
白
く
染
め

抜
く
。
そ
の
主
体
は
大
地
に
根
を
大
き
く
広
げ
る
樹
木
で
、
太
古
の
感
覚
を
宿
す
原
初
的
な
形
状
の
集
合
で
表

現
す
る
。
動
物
や
水
紋
、
ま
た
地
中
に
埋
も
れ
た
様
々
な
事
物
を
精
細
に
散
り
ば
め
た
図
柄
か
ら
は
、
長
い
時

間
軸
の
中
で
と
ら
え
た
独
自
の
自
然
観
と
土
俗
的
な
精
神
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
色
の
き
っ
ぱ
り
と
し
た
対
比
は

見
る
者
に
強
い
印
象
を
与
え
、
大
胆
さ
と
緻
密
さ
が
併
存
す
る
模
様
構
成
は
型
染
技
術
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。

小
さ
く
ま
と
め
が
ち
な
風
潮
の
中
で
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
表
現
に
挑
む
意
欲
は
評
価
で
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

漲
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

	

（
佐
藤	

能
史
／
染
織
と
生
活
社
編
集
長
）

【
優
秀
賞
】　
武
蔵
野
美
術
大
学　
向
井 

詩
織

　
　
　
　
　「
ソ
ラ
・
カ
ン
タ
・
カ
レ
サ
ン
ス
イ
」

　
作
者
は
イ
ン
ド
で
、
代
表
的
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
（
カ
ン
タ
）
と
出
会
う
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
イ
ン

ド
の
伝
統
的
な
染
色
の
ブ
ロ
ッ
ク
プ
リ
ン
ト
技
法
を
学
び
、
東
京
の
芸
術
大
学
を
経
て
京
都
に
移
住
。
枯
山
水

を
実
体
験
し
、か
つ
て
イ
ス
ラ
ム
文
様
を
見
た
体
験
と
重
な
り
、異
文
化
表
現
に
よ
る
新
し
い
“
カ
レ
サ
ン
ス
イ
”

を
生
み
だ
し
て
い
る
。
三
枚
の
布
構
成
に
よ
り
、
手
押
し
さ
れ
た
永
遠
と
続
く
連
続
文
様
は
、“
カ
レ
サ
ン
ス
イ
”

の
空
間
を
立
体
的
、
異
質
表
現
と
し
て
、
す
が
す
が
し
い
感
覚
を
導
き
出
し
て
い
る
。

	

（
辻	

喜
代
治
／
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
審
査
委
員
に
よ
る
講
評

【
総
　
評
】

　
人
類
史
上
未
曽
有
と
も
言
わ
れ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
今
展
に
、
16
人
の
作
家
の
作

品
16
点
が
各
大
学
の
推
薦
に
よ
り
出
展
さ
れ
、
伝
統
的
な
藍
染
や
型
染
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
さ
ら
に
は

脱
色
や
着
彩
と
洗
浄
を
反
復
す
る
「
反
染
色
」
的
行
為
に
至
る
ま
で
、
多
彩
に
し
て
充
実
し
た
内
容
の
力
作

が
集
ま
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
自
ら
の
出
自
を
含
め
ア
ジ
ア
の
風
土
に
育
ま
れ
た
民
俗
文
化
と
し
て
の
染
色
の
技
と
美
に
取
材
し
、
新
た

な
表
現
の
在
り
方
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
打
ち
出
し
た
最
優
秀
作
品「
も
の
こ
こ
ろ
へ
の
」は
、長
い
歴
史
に
よ
っ

て
培
わ
れ
て
き
た
手
仕
事
の
伝
統
的
技
術
へ
の
信
頼
と
自
己
の
身
体
感
覚
へ
の
回
帰
、
さ
ら
に
自
己
と
他
者

を
隔
て
る
距
離
や
障
壁
を
し
な
や
か
に
超
え
て
繋
り
合
お
う
と
す
る
寛
容
な
志
向
が
看
取
さ
れ
、
高
い
評
価

を
獲
得
し
た
。

　
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
目
に
見
え
な
い
脅
威
が
も
た
ら
す
悲
観
的
世
界
観
に
覆
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
代
の
状
況
を
、

一
人
一
人
の
若
い
作
家
が
等
身
大
で
冷
静
に
考
察
し
、
人
類
史
の
ス
ケ
ー
ル
で
染
と
い
う
堅
牢
な
表
現
ツ
ー

ル
を
し
っ
か
り
と
見
直
し
、
使
い
こ
な
し
て
い
る
確
か
な
手
応
え
が
感
じ
取
れ
る
。

（
不
動	

美
里
／
姫
路
市
立
美
術
館
副
館
長
）


